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文責：校長 大槻浩二 

命の大切さ（道徳授業参観） 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

６月 3 日、４日と分散して授業参観を行

いました。今回は，各学級とも「命の大切

さ」に関する道徳の授業を行いました。そ

れぞれの学級で子どもたちがしっかりと

考える様子を見ることができました。 

 

日常の生活の中で、あたらめて「命の大切

さ」を考えることはあまりないと思いま

す。計画的に指導していきながら、自分の

命と同じように友だちの命も大切なんだ

ということを感じさせたいと思います。 

いのりの灯 
 
６月３日、雲仙岳災害記念館で行われた

追悼キャンドル「いのりの灯」のキャンド

ルづくりを４年生が行いました。 

 

最初に雲仙普賢岳噴火災害について体

験談を話していただいた後、ふれあい広

場でキャンドルづくりを行いました。牛

乳パックに溶かしたろうを入れ、水の中

で回しながら固めました。出来上がった

キャンドルには、それぞれの願いや追悼

のメッセージを書き入れました。 

 

いのりの日集会 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
「いのりの日集会」は、リモートで実施

し、３０年前、第四小学校の児童として、

この災害を経験された国土交通省 九州

地方整備局 河川部河川課 土砂災害警

戒避難対策係長 丸山寛起さんの貴重な

お話をお伺いしました。当時の生活で苦労

したことや災害への備えなど、先輩として

後輩に伝えたいこととしてたいへん貴重

な話でした。子どもたちも興味深く聞いて

いました。 



【学校教育目標】 「やさしく 元気で 進んで学ぶ 杉谷っ子の育成」  

暴風雨、豪雨等の下校時の対応について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

※ ホームページやメールを確認することを 

 習慣化してください。様々な情報が得られ 

 ます。見落とさないようにお願いします。 
 

第四小学校ホームページ 
【ＵＲＬ】 https://4sho.shimabara-edu.com/          ←QRコードで 

※ 今後も活用方法を模索していきます。              ジャンプ！ 
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今年度に入り、すでに２回、暴風時の学

校待機、児童引き渡しを実施しました。急

な対応にも関わらず、対応していただき

ありがとうございます。 
 

ご存知の通り、四小付近は、山からの吹

きおろしが強く、傘がさせないような状

態になります。また、通学路には大きな高

い橋があり、傘をさして風であおられる

と非常に危険です。子どもの安全を第一

に考えての判断だとご理解ください。 
 

今年度は、梅雨入りがはやく、今後も同

じような対応になることが予想されま

す。１８日には、集団下校訓練も実施いた

します。 
 

天候が悪い日には、「安心安全メール」を

適宜確認してください。緊急な措置です

ので、勤務上お迎えが遅くなっても引き

渡すまでは学校で 

お預かりしますの 

でご安心ください。 
 


